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雑種フグ（トラフグとマフグ）のリスク評価

トラフグの養殖に必要となる受精卵は、天然海域で漁獲された成熟個体から得ることがほと
んどです。一方で、天然海域では雌親と雄親が異なる種のフグ（雑種フグ）が低い割合ですが
発生しています。万が一、雑種フグがトラフグの養殖に混入した場合のリスクを評価するため
には、今まで情報がない雑種フグの有毒部位などについて調査を進めておく必要があります。

図1 雑種フグの一例
（Tatsuno et al. 2019より）

遺伝学的手法によりトラフグとマフグの雑種と判明した個体（図1）について、各部位におけ
るフグ毒（TTX）の蓄積について調査しました。トラフグの皮は食用にされますが、マフグの
皮は高濃度のTTXを蓄積するため食べることはできません。これら2種の雑種フグでは皮に
高濃度のTTXを蓄積した個体がいること（表1）がわかり、毒性が強い親種の影響を受ける可
能性が示唆されました。

表1 各雑種フグのTTX濃度

・トラフグ種苗生産機関の親魚入手マニュアル等への知見の反映


